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 平成２７年第２回平取町議会臨時会 （開 会 午前９時３５分）

町長 

事務局長 

臨時議長 

（議会招集にあたりあいさつ）

本日の臨時会は一般選挙後初めての議会でありますので議長が選出されるまで

の間、地方自治法第１０７条の規定により、出席議員の中で年長の議員が臨時

に議長の職務を行なうことになっています。年長の四戸正彦議員を紹介します。

四戸議員、議長席にお着き願います。 

皆さんおはようございます。ただいま紹介されました四戸正彦でございます。

地方自治法第１０７条の規定により議長選挙が終わるまでの間、臨時に議長の

職務を行ないます。どうぞよろしくお願いします。 

それではただいまから平成２７年第２回平取町議会臨時会を開会します。直ち

に本日の会議を開きます。本日の出席議員は１２名で、会議は成立します。 

日程第１、仮議席の指定を行います。仮議席はただいま着席の議席とします。

日程第２、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第

１２２条の規定によりまして臨時議長において、中川嘉久議員と高山修議員を

指名します。 

日程第３、選挙第１号議長の選挙を行います。選挙は投票で行います。議場の

出入り口を閉めます。ただいまの出席議員は１２名です。次に立会人を指名し

ます。会議規則第３１条の規定により、立会人に、井澤敏郎議員、松原俊幸議

員を指名します。投票用紙を配布します。投票用紙の配布もれはありませんか。

（なしの声） 

配布もれなしと認めます。投票箱を点検します。異常なしと認めます。念のた

め申し上げます。投票は、単記無記名でございます。事務局長が議員の自席に

投票場を持参しますので、投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、投票をお願

いいたします。 

（投票） 

投票もれはありませんか。 

（なしの声） 

投票もれなしと認めます。投票を終わります。井澤議員と松原議員、開票の立

ち会いをお願いいたします。 

（開票） 

選挙の結果を報告します。投票総数１２票。有効投票１２票。無効投票０票で

す。有効投票のうち、櫻井幹也君６票、鈴木修二君６票。以上のとおりです。

この選挙の法定得票数は３票であり櫻井幹也君と鈴木修二君の得票数は、いず

れもこれをこえております。両君の投票数は同数です。この場合、地方自治法

第１１８条第１項の規定は公職選挙法第９５条第２項の規定を準用して、くじ

で当選人を決定することになっています。櫻井幹也君及び鈴木修二君が議場に
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おられますので、くじを引いていただきます。くじは２回引きます。１回目は

くじを引く順序を決めるためのものです。２回目は、この順序によってくじを

引き、当選人を決定するためのものです。くじは、くじ棒により行います。井

澤議員及び松原議員、立ち会いをお願いいたします。まず、くじを引く順序を

決めるくじを行います。櫻井幹也君、鈴木修二君くじを引いてください。 

（くじ引き） 

くじを引く順序が決定しましたので報告いたします。まずはじめに櫻井幹也君。

次に鈴木修二君、以上のとおりです。ただいまの順序により当選人を決定する

くじを行います。櫻井幹也君、鈴木修二君くじを引いてください。 

（くじ引き） 

くじの結果を報告いたします。くじの結果、鈴木修二君が当選人と決定しまし

た。議場の出入り口を開きます。ただいま議長に当然されました鈴木修二君が

議場におられます。会議規則第３２条第２項の規定により、当選の告知をしま

す。議長に当選された鈴木修二君から発言を求められましたのでこれを許しま

す。鈴木修二君。 

鈴木議員 （議長就任あいさつ） 

臨時議長 これにて臨時議長の職務は全部終了いたしました。ご協力ありがとうございま

した。鈴木修二議長、議席にお着き願います。 

議長 それでは会期の決定を行います。日程第４、会期の決定を議題とします。 

お諮りします。今臨時会の会期は本日１日としたいと思います。ご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。よって会期は本日１日と決定しました。 

日程第５、選挙第２号副議長の選挙を行います。選挙は投票で行います。議場

の出入り口を閉めます。ただいまの出席議員は１２名です。次に立会人を指名

します。会議規則第３１条の規定により、立会人に貝澤真澄議員と松澤以久子

議員を指名します。投票用紙を配布します。投票用紙の配布もれはありません

か。 

（なしの声） 

配布もれなしと認めます。投票箱を点検します。異常なしと認めます。念のた

めに申し上げます。投票は単記無記名でございます。事務局長が議員の自席に

投票箱を持参しますので、投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上投票願います。

投票もれはありませんか。 

（なしの声） 

投票もれなしと認めます。投票を終わります。貝澤議員と松澤議員、開票の立

ち会いをお願いします。 
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副議長 

（開票） 

選挙の結果を報告します。投票総数１２票、これは先ほどの出席議員数に符合

しております。そのうち有効投票１２票、無効投票０票。有効投票のうち、千

葉良則君８票、櫻井幹也君２票、四戸正彦君１票、松澤以久子君１票、以上の

とおりであります。この選挙の法定得票数は３票です。従って、千葉良則君が

副議長に当選されました。議場の出入り口を開きます。ただいま副議長に当選

されました。千葉良則君が議場におられます。会議規則第３２条第２項の規定

により当選の通知をします。副議長に当選された千葉良則君から発言を求めら

れておりますので、これを許します。 

（副議長就任あいさつ） 

議長 よろしくお願いいたします。 

日程第６、選挙第３号常任委員会委員の選任を行います。常任委員会の選任に

ついては、議会の運営に関する基準４１の規定により、選考委員会の選考に基

づき議長が指名推薦することとなっております。選考委員につきましては、指

名推薦による選出委員５名で構成することになっていますが、今回の選考委員

５名の選出については、議長の指名により選出したいと思いますがご異議ござ

いませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、常任委員会委員の選出については、選考委員５

名を議長において指名することに決定しました。選考委員として、貝澤真澄議

員、松澤以久子議員、丹野信一議員、四戸正彦議員、千葉良則議員、以上の５

名を指名いたします。休憩します。休憩中直ちに選考委員会を正副議長室で開

き、各常任委員会委員の選考をお願いいたします。 

   （休 憩 午前１０時００分） 

   （再 開 午前１０時１０分） 

議長 再開します。常任委員の選考結果を選考委員会委員長より報告願います。千葉

議員。 

千葉議員 それでは、選考委員ということで、委員を代表いたしまして、私のほうから選

考の内容報告をいたします。総務文教常任委員会委員９名でございます。中川

議員、高山議員、井澤議員、松原議員、貝澤議員、丹野議員、櫻井議員、千葉

議員、鈴木議員の９名でございます。産業厚生常任委員会委員８名を読み上げ

ます。中川議員、高山議員、井澤議員、松澤議員、丹野議員、四戸議員、千葉

議員、藤澤議員の以上８名でございます。以上です。 
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議長 ただいま、選考委員会委員長より報告がありましたとおり、議長が指名するこ

とにご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、常任委員は議長の指名のとおり選任することに

決定しました。休憩いたします。 

   （休 憩 午前１０時１３分） 

   （再 開 午前１０時１４分） 

副議長 それでは、日程第７、議長の常任委員辞任についてを議題といたします。 

お諮りいたします。ただいま、総務文教常任委員会委員に選任されました鈴木

議長から、常任委員を辞任したいとの申し出がありました。議長はその責務上

どの委員会にも出席する権限を有しているほか、可否同数の場合における採決

権など、議長固有の権限を考慮するとき、一つの委員会に、委員として所属す

ることは適当ではないし、また行政実例におきましても議長については辞任を

認めているところでもありますので、常任委員を辞退したいとするものでござ

います。常任委員の辞任について、許可することにご異議ございませんでしょ

うか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、議長の総務文教常任委員の辞任については、許

可することに決定いたしました。休憩いたします。 

   （休 憩 午前１０時１６分） 

   （再 開 午前１０時１７分） 

議長 再開します。常任委員会委員長及び副委員長は、委員会条例第８条第２項の規

定により委員会において互選することになっております。休憩します。休憩中

に正副議長室で順次各委員会を開催し、委員長及び副委員長の互選をお願いし

ます。最初に、総務文教常任委員会、次に産業厚生常任委員会の順で、直ちに

開催してください。 

   （休 憩 午前１０時１８分） 

   （再 開 午前１０時２３分） 

議長 再開します。休憩中に開催された各常任委員会において、委員長及び副委員長

の互選が行われ、その結果報告が手元に参りましたので報告します。総務文教

常任委員会委員長、貝澤真澄議員。副委員長、松原俊幸議員。産業厚生常任委

員会委員長、松澤以久子議員。副委員長、中川嘉久議員。以上のとおり互選さ

れた旨報告がありました。どうぞよろしくお願いをいたします。 
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日程第８、選挙第４号議会運営委員会委員の選任を行います。議会運営委員会

は、議会運営等の全般について協議し、議長の諮問事項も審議する委員会であ

ります。委員会の構成につきましては、議会の運営に関する基準１３８により、

副議長、各常任委員長及び一般議員２名の合計５名となっています。また、選

任については、議会の運営に関する基準４１の規定により、選考委員の選考に

基づき議長が指名推薦することになっております。選考委員会については指名

推選による選出委員５名で構成しますが、今回の選考委員５名の選出について

は、議長の推薦により選出したいと思いますがご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って議会運営委員の選任については、選考委員５名を

議長において指名することにいたします。選考委員として貝澤真澄議員、松澤

以久子議員、丹野信一議員、四戸正彦議員、千葉良則議員、以上の５名を指名

いたします。休憩します。休憩中直ちに選考委員会を正副議長室で開き、議会

運営委員会委員の選考をお願いいたします。 

   （休 憩 午前１０時２６分） 

   （再 開 午前１０時２９分） 

議長 再開します。議会運営委員の選考結果を選考委員会委員長より報告願います。

千葉議員。 

千葉議員 それでは、ただいまの選考の結果を発表いたします。議会運営委員の選出５名

でございますけども、高山議員、貝澤議員、松澤議員、四戸議員、そして千葉

議員の５名でございます。 

議長 ただいま選考委員会委員長より報告がありましたとおり、議長が指名すること

にご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、議会運営委員は議長の指名のとおり選任するこ

とに決定しました。議会運営委員会の委員長、副委員長は、委員会条例第８条

第２項の規定により、委員会において互選することとなっております。休憩い

たします。休憩中、直ちに正副議長室において委員会を開催し、委員長及び副

委員長の互選を願います。 

   （休 憩 午前１０時４１分） 

   （再 開 午前１０時４４分）  

議長 再開します。休憩中に開催された議会運営委員会において、委員長及び副委員

長の互選が行われ、その結果報告が手元に参りましたので報告します。議会運
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営委員会委員長、四戸正彦議員。議会運営委員会副委員長、高山修議員。以上

のとおり互選された旨報告がありました。よろしくお願いをいたします。休憩

します。休憩中に、議員全員協議会及び議会運営委員会の開催を願います。 

   （休 憩 午前１０時４５分） 

   （再 開 午前１１時２０分） 

議長 再開します。 

日程第９、選挙第５号日高地区交通災害共済組合議会議員の選挙を行います。

一部事務組合議会議員の選挙については、議会の運営に関する基準４１の規定

により、議長の指名推薦によることとなっておりますので、指名をいたします。

ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。それでは指名します。日高地区交通災害共済組合議会議

員には、井澤敏郎議員を指名します。ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、ただいま指名しました井澤敏郎議員が、日高地

区交通災害共済組合議会議員に当選と決定しました。 

日程第１０、選挙第６号胆振東部日高西部衛生組合議会議員の選挙を行います。

議会運営基準４１の規定により、議長から指名をしますが、ご異議ございませ

んか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。それでは指名します。胆振東部日高西部衛生組合議会議

員には、中川嘉久議員、高山修議員を指名します。ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、ただいま指名をしました中川嘉久議員、高山修

議員の２名が胆振東部日高西部衛生組合議会議員に当選と決定しました。 

日程第１１、選挙第７号日高西部消防組合議会議員の選挙を行います。議会運

営基準４１の規定により、議長から指名をしますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。それでは指名します。日高西部消防組合議会議員に松澤

以久子議員、丹野信一議員、四戸正彦議員を指名します。ご異議ありませんか。

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、ただいま指名をしました松澤以久子議員、丹野

信一議員、四戸正彦議員の３名が日高西部消防組合議会議員に当選と決定しま

した。 

日程第１２、選挙第８号平取町外２町衛生施設組合議会議員の選挙を行います。

議会運営基準４１の規定により、議長から指名をしますが、ご異議ありません

か。 
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（異議なしの声） 

異議なしと認めます。それでは、指名します。平取町外２町衛生施設組合議会

議員に貝澤真澄議員、藤澤佳宏議員、櫻井幹也議員を指名します。ご異議あり

ませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、ただいま指名しました貝澤真澄議員、藤澤佳宏

議員、櫻井幹也議員の３名が平取町外２町衛生施設組合議会議員に当選と決定

しました。 

日程第１３、行政報告を行います。要望経過報告について。町長。 

町長 それでは１の要望経過報告をいたします。要望項目、ＪＲ日高線の早期全線復

旧に関する緊急要望でございます。要望先は、道内の選出国会議員並びに国土

交通大臣ほか政務三役、国土交通省鉄道局長・北海道局長ほかでございます。

要望月日４月２１日、要望者は日高町村会、日高総合開発期成会として、日高

管内７町の町長で要望したところでございます。このことにつきましては、既

に行政報告をしているところでございますけれども、去る１月８日に、北海道

を通過いたしました低気圧に伴う波浪の影響により、ＪＲ日高線、鵡川から様

似間１１６キロの区間、特に新冠の大狩部駅から苫小牧方面に３．６キロの地

点の線路わきの土砂が流出し、全線運休となり、通院、通学に利用している住

民生活に支障を及ぼす事態となっております。１月２７日以降は静内から様似

間で列車の運転が一部再開をしておりましたが、さらに盛り土が流出をいたし

まして、２月２８日から再び不通となっているところでございます。日高町村

会、日高総合開発期成会として、長期運休については地域住民に影響が出るこ

とから、２月２５日に緊急要望に続いて２回目の要請活動となりました。速や

かに復旧工事に着手し、全線復旧を強く要請をしたところでございます。その

後、４月２８日のＪＲ北海道の発表によりますと、復旧に必要な工事費の概要

でありますが、護岸対策が４２億円、斜面対策が約１５億円で計５７億円、工

期は護岸改築４５００メーター、吹付枠工が延長１１００メーターの施行につ

いては、長期間を要する見込みとし、具体的な期間は示していないところでご

ざいます。一方、必要最小限の修繕にとどめ、走行２５キロ程度の徐行運転で

安全確保をする場合の費用は全体で約２４億円、斜面対策が約２億円になると

のことでございます。工期は全体で約３０か月かかるとしておりますが、実際

に工事が可能な期間は冬期間を除く４月から１０月までの７か月間としてお

り、再開までの期間はさらに伸びることが予想されます。ＪＲ北海道は今後、

護岸壁の調査、準備工事などを行い、９月末までに詳細設計や施工計画をまと

めるとのことでございます。以上で要望経過報告を終わります。 

議長 以上で行政報告を終了します。 

日程第１４、議案第１号監査委員の選任についてを議題とします。丹野信一議



- 8 - 

員は、地方自治法第１１７条の規定により除斥の対象となりますので、退場を

求めます。議案第１号について提案理由の説明を求めます。町長。 

町長 議案第１号監査委員の選任についてご説明を申し上げます。平取町監査委員に

次の者を選任したいので、同意を求めるものでございます。同意を求める者は、

住所、沙流郡平取町字貫気別２３２番地３、氏名、丹野信一氏であります。生

年月日は昭和２８年９月２７日、６１歳でございます。次のページをご覧くだ

さい。履歴概要でございますが、下記に記載のとおりでございますので、説明

は省略いたしますので、お目通しを願いたいと思います。丹野氏につきまして

は、人格、識見が高く、適任者でございますので、選任同意を求めるものでご

ざいます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 お諮りします。本件に対する質疑討論を省略し採決したいと思います。ご異議

ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。丹野信一議員を監査委員として同意することに賛成の方

は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１４、議案第１号監査委員の選任については同

意することに決定いたしました。 

日程第１５、議席の指定を行います。議席の指定につきましては、議会の運営

に関する基準１２の規定により、議長は１２番、副議長は１１番とし、他の議

員は抽選により定めて議長が指定することになっております。先ほど、くじ棒

による抽選を行いましたので、議席の抽選結果を事務局長より報告願います。

事務局長。 

議 会 事 務

局長 

それでは抽選結果、議席の番号についてご報告いたします。議席番号１番、松

原俊幸議員。２番、丹野信一議員。３番、櫻井幹也議員。４番、中川嘉久議員。

５番、藤澤佳宏議員。６番、高山修議員。７番、井澤敏郎議員。８番、四戸正

彦議員。９番、松澤以久子議員。１０番、貝澤真澄議員。１１番、千葉良則副

議長。１２番、鈴木修二議長。以上でございます。 

議長 ただいま事務局長から報告のとおり議席を指定し、決定しました。この議席は、

次の議会から使用します。 

日程第１６、報告第１号専決処分報告についてを議題とします。専決処分内容

について説明を求めます。税務課長。 

税務課長 報告第１号専決処分報告についてご説明を申し上げます。議案書１１ページを

ご覧願います。報告第１号平取町税条例の一部を改正する条例について、別紙
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のとおり専決処分をしましたので、地方自治法第１７９条第３項の規定に基づ

き議会に報告し承認を求めようとするものであります。次のページをご覧願い

ます。平成２７年専決処分第１号平取町税条例の一部改正につきまして、平成

２７年３月３１日、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をした

ものであります。それでは平成２７年専決処分第１号平取町税条例の一部改正

につきまして、その専決処分理由をご説明申し上げます。今回の改正は地方税

法の一部を改正する法律の公布及び昨年の４月の臨時会におきまして議決をい

ただいた、平取町税条例の一部を改正する条例の一部改正に伴いまして、平取

町税条例の一部を改正するものでございます。主な改正内容といたしましては、

１点目としまして、平成２７年４月１日以後に支出する地方団体の寄附につい

て、いわゆるふるさと納税についてですけれども、確定申告が不要な給与所得

者が税額控除を受けようとする場合、申告書を提出することなく控除の適用を

受けることができることとしたものであります。２点目としましては、住宅借

入金特別税額控除について、家屋の居住年の期限を平成３１年まで延長するこ

ととしたものであります。３点目としましては、平成２７年度の固定資産税の

評価替えに伴い、土地にかかる固定資産税の特例措置を延長することとしたも

のであります。４点目としましては軽自動車税の税率の改定でありますが、平

成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに初回車両番号の指定を受け

た排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さい三輪以上の軽自動車に

ついて、平成２８年度に特例措置を講ずることとしたものであります。また、

平成２７年度以後に税率の引き上げを予定していた、原動機付自転車や二輪車

等の税率については、施行期日を見直し、その運用開始時期を平成２８年度か

ら適用することとしたものであります。それでは、条文の改正内容についてご

説明申し上げますので、２０ページの新旧対照表をご覧願います。はじめに第

３１条の均等割の税率の規定ですが、第２項の表中及び次の次のページ、２２

ページの第４項の改正については、法人住民税均等割の税率適用区分の基準で

ある資本金等の額について改正するものであります。資本金または資本準備金

を欠損の補てんまたは損失の補てんに充てた金額を控除するとともに、逆に剰

余金または利益準備金を資本金とした金額を加算する措置を講ずることとした

ものであります。次に、２２ページ、２３ページの第４８条第６項法人町民税

の申告納付の規定と第５０条第３項法人町民税に係る不足税額の納付の手続に

ついての改正ですけれども、これについては、法人税法改正に伴う所要の措置

によるものであります。２４ページをご覧願います。第５７条と２５ページの

第５９条については、地方税法の一部改正に伴い、号の番号がずれたことによ

るものであります。次に、第７１条固定資産税の減免と、次のページの１３９

条の３、特別土地保有税の減免の改正ですが、文言の整理によるものでありま

す。２７ページをご覧願います。附則第７条の３の２の改正ですが、個人住民

税における住宅ローン制度の適用期限の延長によるものであります。ここで申

しわけありませんけれども、訂正をお願いしたいと思います。今回の改正にか
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かる部分ではありませんが、この条文の２行目、市民税と記載されている箇所

を町民税に訂正をお願いいたします。次に、附則第９条、個人の町民税の寄附

金控除額に係る申告の特例等に係る改正と、次の次のページの附則第９条の２

の改正ですが、ふるさと納税に係る申告特例を定めたものであります。寄附金

を支出するものは、寄附金を支出する際、当該地方団体の長に対し、住所所在

地の市町村長に申告特例通知書の送付を求めることができることなどが新たに

規定されたところであります。次に、第１０条の２の改正ですが、３０ページ

の第６項から第１２項までの改正についてですが、ここに規定された法律に基

づく施設等については、わがまち特例方式を導入した上で、課税標準の特例措

置を講じようとするものであります。次に、３１ページの第１１条から３６ペ

ージの第１５条までの改正についてですが、土地にかかる固定資産税の特例措

置をそれぞれ延長するものであります。ここでまた訂正をお願いしたいと思い

ますけれども、３１ページの第１１条の２の条文の３行目、市長と記載されて

いるところを町長に訂正をお願いしたいというふうに思います。次に３７ペー

ジの附則第１６条、軽自動車税の税率の特例の規定ですが冒頭、主な改正内容

で説明しましたように、一定の環境性能を有する三輪以上の軽自動車について、

その燃費性能に応じ、グリーン化特例の規定を設けたものであります。第１項

では、電気・天然ガス自動車の税率について規定したものであります。また次

のページ、３８ページの第２項第３項については、ガソリン車・ハイブリッド

車の税率を規定したものであります。電気・天然ガス自動車については、おお

むね７５％、ガソリン車・ハイブリット車については、燃費基準の達成度合い

によりそれぞれ５０％、２５％の税率を軽減する措置が設けられたところであ

ります。お手元に軽自動車税の税率改正に関する資料を配布しておきましたの

で、ご確認をお願いいたします。次に、議案の４０ページをご覧願います。平

取町税条例の一部を改正する条例、平成２６年平取町条例第７号の２条の一部

改正についてですが、この新旧対照表の第１条は、平成２７年度以後に適用す

ることとされていた原動機付自転車及び自動二輪車等にかかる税率について適

用開始時期が１年間延長されたことに伴うもので、法律改正にあわせての条文

整理となっております。次のページをご覧願います。附則第１条第３号、第５

号の規定中３６００円は二輪のものに、また３０００円は主に雪上を走行する

ものにかかる税率であります。また、第５号の規定中、冒頭に第８２条第１号

の改正規定とある第１号は、原動機付自転車を意味し、ロの改正規定とあるロ

とは、小型特殊自動車を、また第３号の改正規定とある３号は二輪の小型自動

車を意味するものであります。次に、第４条は軽自動車税に係る経過措置を規

定したものであります。次に附則第６条については、先ほど説明をしました軽

自動車税のグリーン化特例が附則第１６条に新設されることに伴うことによる

ものであります。議案戻っていただきまして１８ページをご覧願います。中ほ

どの附則といたしまして、第１条ですが、この条例の施行期日は平成２７年４

月１日から施行するものでございますが、軽自動車税の税率に関する規定は公
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布の日から施行するものであります。次に付則第２条は町民税に関する経過措

置を規定したものであります。２項及び３項の規定は、ふるさと納税に係る経

過措置を、また第４項では法人の町民税についてはこの条例の施行の日以後に

開始する事業年度分から適用することとしたものであります。次に第３条につ

いては、固定資産税の経過措置について規定したものであります。次のページ

をご覧願います。第２項から第５項までは、わがまち特例による経過措置を規

定したものであり、平成２７年４月１日以降に取得される固定資産について適

用するものであります。次に第４条については、軽自動車税のグリーン化特例

に係る税率の改定については、平成２８年度分の軽自動車税について適用する

こととしたものであります。以上で説明を終わらせていただきますので、ご審

議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について報告のとおり承

認することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１６、報告第１号専決処分報告については報告

どおり承認することに決定しました。 

日程第１７、報告第２号専決処分報告についてを議題とします。専決処分内容

について説明を求めます。税務課長。 

税務課長 報告第２号、専決処分報告についてご説明を申し上げます。議案書の４３ペー

ジをご覧願います。報告第２号平取町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例について、別紙のとおり専決処分をしましたので、地方自治法第１７９条第

３項の規定に基づき議会に報告し承認を求めるものであります。次のページを

ご覧願います。平成２７年専決処分第２号平取町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例につきまして、平成２７年３月３１日、地方自治法第１７９条第

１項の規定により専決処分をしたものであります。それでは平成２７年専決処

分第２号平取町国民健康保険税条例の一部改正について、その専決処分理由を

ご説明申し上げます。今回の改正は、地方税法施行令の一部改正に伴いまして、

平取町国民健康保険税条例の一部を改正するものでございます。改正内容につ

いてですが、１点目として基礎課税額及び後期高齢者支援金、並びに介護納付

金の課税限度額を引き上げるものであります。基礎課税額の限度額を現行の５

１万円から５２万円に、後期高齢者支援金の課税限度額を現行の１６万円から

１７万円に、また介護納付金の課税限度額を現行の１４万円から１６万円にそ

れぞれ引き上げようとするものであります。次に２点目についてですけれども、
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国民健康保険税の軽減措置について、５割軽減の対象となる世帯と２割軽減の

対象となる世帯の所得基準を見直すことにより、軽減世帯の拡大を図ろうとし

たものであります。５割軽減の対象世帯においては、軽減判定所得の算定にお

いて、被保険者の数に乗ずべき金額を現行の２４万５千円から２６万円に、２

割軽減の対象世帯においては、現行の４５万円から４７万円にそれぞれ引き上

げることとしたものであります。それでは、条文の改正内容についてご説明申

し上げますので４６ページの新旧対照表をご覧いただきたいと思います。第２

条第２項課税額の規定ですけれども、基礎課税額の課税限度額を５１万円から

５２万円に引き上げようとするものであります。第２条第３項の規定ですが後

期高齢者支援金の課税限度額を１６万円から１７万円に引き上げようとするも

のであります。次に、第２条第４項の規定は、介護納付金の限度額を１４万円

から１６万円に引き上げようとするものであります。また次の２３条第１項の

国民健康保険税の減額の規定についても同様に、２条の２項から４項までの課

税限度額の引き上げに伴う改訂となっております。次のページの４７ページを

ご覧願います。第２３条第１項第２号、及び次のページの第３号の規定につい

てですが、国民健康保険税の減額措置に係る軽減判定所得の引き上げに係る改

訂となっております。第２号の改訂においては、５割軽減世帯の軽減判定所得

の算定において、被保険者１人につき２４万５千円から２６万円に引き上げる

こととしたものであります。また、第３号の改正については、２割軽減の対象

世帯の軽減判定所得の算定において、被保険者１人につき、４５万円を４７万

円に引き上げることとしたものであります。戻っていただきまして、議案書の

４５ページをご覧願いたいと思います。中ほどから下の附則としまして、この

条例は平成２７年４月１日から施行するものでございますが、改正後の平取町

国民健康保険税条例は平成２７年度以後の年度分の国民健康保険税について適

用し、平成２６年度分までの国民健康保険税については、従前の例によるもの

でございます。また３条については、地方税法等の一部改正に伴いまして、平

成２５年、議決をいただいた平取町条例第１４号の附則第１４項を改正するも

ので、この改正については、平成２８年１月１日から施行するものであります。

以上で説明を終了しますのでご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について報告のとおり承

認することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１７、報告第２号専決処分報告については報告

どおり承認することに決定しました。 
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お諮りします。現在、平取町が直面している重要課題として、平取ダム建設工

事の着工、アイヌ文化における伝統的生活空間の再生整備などがあります。こ

れらの重要課題に有効適切に対処するため、さらに議会活動を広く周知を図る

ための特別委員会をそれぞれ設置し、調査等を行いたいと考えます。特別委員

会は、沙流川総合開発特別委員会、アイヌ文化伝承推進特別委員会、広報広聴

特別委員会といたしたいと思います。特別委員会の設置についてを日程に追加

し、追加日程第１として議題としたいと思います。ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって、発議第１号を日程に追加し、追加日程第１

として議題とすることに決定しました。 

追加日程第１、発議第１号沙流川総合開発特別委員会、アイヌ文化伝承推進特

別委員会、広報広聴特別委員会の設置及び特別委員の選任についてを議題とし

ます。 

広報広聴特別委員会についての構成は、議会の運営に関する基準１１１、先例

２の規定により、議長を除く全議員となっています。この規定により、議長を

除く全議員を広報広聴特別委員会委員として議長が指名することにご異議ござ

いませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって議長を除く全議員を広報広聴特別委員会委員

に選任することに決定しました。 

その他の特別委員会委員の構成は、議会の運営に関する基準１１１、先例１及

び規定により、各５名となっております。また、委員の選出方法については、

議会の運営に関する基準４１の規定により、選考委員会の選考に基づき議長が

指名推薦することとなっております。このことにつきましては、先に指名し設

置した選考委員会において、各特別委員会の委員を選考済みでありますので、

選考委員長からご報告願います。千葉議員。 

千葉議員 それでは、選考委員を代表いたしまして、発表したいと思います。 

沙流川総合開発特別委員会の委員におきましては、松澤議員、丹野議員、四戸

議員、藤澤議員、千葉議員の５名でございます。 

次に、アイヌ文化伝承推進特別委員会委員におきましては、高山議員、井澤議

員、松原議員、貝澤議員、千葉議員の以上５名ということで、報告をいたしま

す。 

議長 ただいま選考委員会委員長より報告がありましたとおり、議長が指名すること

にご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、ただいま指名しましたとおり、各特別委員会委

員に選任することに決定しました。休憩します。休憩中に各特別委員会を議長
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議長 

室で順次開催し、委員長及び副委員長の選出をお願いいたします。 

（休 憩 午前１１時５５分） 

（再 開 午前１１時５９分） 

再開します。休憩中に開催された各特別委員会において、委員長及び副委員長

の互選が行われ、その結果が手元に参りましたので報告します。沙流川総合開

発特別委員会委員長、丹野信一議員。副委員長、四戸正彦議員。アイヌ文化伝

承推進特別委員会委員長、貝澤真澄議員。副委員長、松原俊幸議員。広報広聴

特別委員会委員長、松澤以久子議員。副委員長、千葉良則議員。以上のとおり

互選された旨報告がありました。よろしくお願いをいたします。 

お諮りします。承認第１号各委員会の継続審査の申し出についてを日程に追加

し、追加日程第２として議題としたいと思います。ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、承認第１号各委員会の閉会中の継続審査の申し

出についてを日程に追加し、追加日程第２として議題とすることに決定しまし

た。 

追加日程第２、承認第１号各委員会の閉会中の継続審査の申し出についてを議

題とします。議会運営委員会委員長、各常任委員会委員長及び各特別委員会委

員長から、それぞれの委員会において、所管事務調査等を閉会中に継続審査及

び調査をしたい旨の申し出がありました。申出書はお手元に配布したとおりで

あります。 

お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中に継続審査及び調査等

を実施することにご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、各委員長からの申し出のとおり、閉会中に継続

審査及び調査を実施することに決定しました。 

議案の審議状況を報告します。選挙８件を執行しました。議案１件で原案可決

１件。報告２件で承認２件。指定１件で決定１件。発議１件で決定１件。承認

１件で決定１件となっております。以上で全日程を終了いたしましたので、平

成２７年第２回平取町議会臨時会を閉会します。ご苦労さんでございました。

（閉 会 午後 ０時０２分）


